
平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容平成25年度授業シラバスの詳細内容

授業コード授業コード授業コード授業コード A023201

第第第第 1111 週週週週 ：：：：

第第第第 2222 週週週週 ：：：：

第第第第 3333 週週週週 ：：：：

第第第第 4444 週週週週 ：：：：

第第第第 5555 週週週週 ：：：：

第第第第 6666 週週週週 ：：：：

第第第第 7777 週週週週 ：：：：

第第第第 8888 週週週週 ：：：：

第第第第 9999 週週週週 ：：：：

第第第第10101010週週週週：：：：

科目名（英）科目名（英）科目名（英）科目名（英） 　日本語3 (Japanese3)

担当教員名担当教員名担当教員名担当教員名 河野恵美子

配当学年配当学年配当学年配当学年 2年留学生 開講期開講期開講期開講期 前期、後期

必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分必修・選択区分 選択 単位数単位数単位数単位数 1

履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また履修上の注意また

は履修条件は履修条件は履修条件は履修条件

2年生以上の留学生が対象。「日本語3」「日本語4」はクォーター制で、前期の前半に「日本語

3」、後半に「日本語4」を行いますので、「日本語4」も合わせて受講してください。

受講心得受講心得受講心得受講心得

毎回、次の回の教材を配布しますので、必ず読んできてください。

教科書教科書教科書教科書 プリント教材

参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定参考文献及び指定

図書図書図書図書

・グループジャマシイ編　『教師と学習者のための日本語文型辞典』（くろしお出版）

・友松悦子・宮本淳・和栗雅子　『どんな時どう使う日本語表現文型辞典』（アルク）

・アカデミック・ジャパニーズ研究会編『大学・大学院 留学生の日本語①読解編』（アルク）

関連科目関連科目関連科目関連科目 日本語1、日本語2、日本語4

授業の目的授業の目的授業の目的授業の目的

さまざまなテーマについての文章を読み、それぞれのテーマについての語彙力を高め、書いたり

話したりできるようにします。

授業の概要授業の概要授業の概要授業の概要

毎回さまざまなテーマの文章を読んで、そのテーマについての基本的な語彙を習得し、そのテー

マについて書いたり、話したりできるようになることを目指します。

○授業計画○授業計画○授業計画○授業計画

学修内容学修内容学修内容学修内容 学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）学修課題（予習・復習）

講義計画の説明および日本語力の確認

テーマ１　言葉の役割〔文の構造・段落内構造〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ２　イルカと超音波〔中心文・指示文〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ３　地図の分類〔アウトライン・論理の構造・分類〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ４　睡眠時間-短眠と長眠〔定義〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ５　日時計〔経過〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ６　研究者の2つのタイプ〔比較・対照〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ７　地球温暖化〔原因・結果〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ８　風呂場の戸〔位置〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ９　手で数を表す〔列挙・順序〕 配布資料

学習課題の時間　60分



第第第第11111111週週週週：：：：

第第第第12121212週週週週：：：：

第第第第13131313週週週週：：：：

第第第第14141414週週週週：：：：

第第第第15151515週週週週：：：：

第第第第16161616週週週週：：：：

テーマ10　茶はどのようにして伝わったか〔理由・根拠〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ11　「タ」と「ハタケ」〔筆者の意見を表す表現〕 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ12　※読みたいテーマをあげてもらいます。 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ13　※読みたいテーマをあげてもらいます。 配布資料

学習課題の時間　60分

テーマ14　※読みたいテーマをあげてもらいます。 配布資料

学習課題の時間　60分

期末試験期末試験期末試験期末試験

期末試験(全クラス共通問題)

授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法授業の運営方法

（１）授業の形式 「演習等形式」

（２）複数担当の場合の方式

（３）アクティブ・ラーニング

備考備考備考備考

○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標○単位を修得するために達成すべき到達目標

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】

①身近な話題から社会的な話題まで、さまざまなテーマについて自分なりの意見を持つこと。

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】

②各テーマについての基本的な語彙を習得すること。

③読み取った内容を簡単な言葉で説明できるようになること。

【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ【技能・表現・コミュニ

ケーション】ケーション】ケーション】ケーション】

④各テーマについて自分の意見や考えをほぼ伝えられるようになること。

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】

⑤各テーマをめぐる意見に賛成か反対か、理由とともに述べることができること。



合計欄 100点○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）○成績評価基準（合計100点）

到達目標の各観点と成績評

価方法の関係および配点

期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等期末試験・中間確認等

（テスト）（テスト）（テスト）（テスト）

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等

（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他

（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】【関心・意欲・態度】

※「学修に取り組む姿勢・意欲」

を含む。

【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】【知識・理解】

※「専門能力〈知識の獲得〉」を含

む。

80点80点80点80点 10点10点10点10点 10点10点10点10点

【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】【技能・表現・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】

※「専門能力〈知識の活用〉」「チーム

で働く力」「前に踏み出す力」を含

む。

【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】【思考・判断・創造】

※「考え抜く力」を含む。

発表・その他発表・その他発表・その他発表・その他

（無形成果）（無形成果）（無形成果）（無形成果）

2～3人のグループごとに、授業で扱うテーマに関する語彙・文型・内容理解、そのテーマに関し

た発表活動を行います。達成水準の目安は以下の通りです。

［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。

［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。

［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。

［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。

（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）（「人間力」について）

※以上の観点に、「こころの力」（自己の能力を最大限に発揮するとともに、「自分自身」「他者」「自然」「文化」等との望ましい関係

を築き、人格の向上を目指す能力）と「職業能力」（職業観、読解力、論理的思考、表現能力など、産業界の一員となり地域・社会

に貢献するために必要な能力）を加えた能力が「人間力」です。

○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安○配点の明確でない成績評価方法における評価の実施方法と達成水準の目安

成績評価方法成績評価方法成績評価方法成績評価方法 評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安評価の実施方法と達成水準の目安

レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等レポート・作品等

（提出物）（提出物）（提出物）（提出物）

原則として、毎回、授業で扱うテーマに関する語彙・文型・内容理解、そのテーマに関した宿題を

出しますので、かならず提出してください。達成水準の目安は以下の通りです。

［Ｓレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を満たしている。

［Ａレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をほぼ満たしている。

［Ｂレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標をかなり満たしている。

［Ｃレベル］単位を修得するために達成すべき到達目標を一部分満たしている。


